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次のとおり報告します。 
 
１ ラボ名 

探究を探究する会(2期) 

 
２ 研究テーマ 

⽣徒の主体性を伸ばす探究活動を⽬指して 
〜探究活動のカリキュラム検証・教員集団の形成に向けて〜 

 
３ 研究の⽬的 

① 第1期に開発したカリキュラムの検証と評価の検討 
(持続可能な総探の運営と，評価に関する研究) 

② 学校を超えた授業実践に関する交流，教員集団(コミュニティ)づくり 
(探究活動に関連した教員研修の実施と効果の記録) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 研究の成果と課題 
別に作成した報告書に加え，下記のとおりであ

る。 
3⽉3⽇(⽕)，府⽴南陽⾼校にて，“探究を探究

するCafe”と題した勉強会を実施した。構成は， 
①⽊津⾼校の実践報告および話題提供・協議 
②南陽⾼校の実践報告および話題提供・協議 
③話題提供および協議 

の3つで実施した。 
勉強会の成果として，若⼿教員やラボメンバー

以外にも参加があり，視察等での情報共有，「探
究」をキーワードに交流することができた。 

研究の全体の課題として，⽇々「探究」が深化
し，次期学習指導要領の議論がされている中で，
探究活動(総探)や探究的な取組(各教科)の研究を
継続する必要があるとの考えに⾄った。 

そのため，本ラボを起点とした活動を継続，拡⼤し，教員同⼠を繋ぐ機会を作るこ
とが必要だと考える。実践交流や課題の共有を⾏うことで各学校の実践や運営の改善
に繋げたり，他校の実践事例や⽂部科学省をはじめとする情報を収集し広めたりする
ような教員集団づくりが必要だと考える。 

  

   
 
５ 研究成果の波及⽅法 

別に作成した報告書等をもとに，継続してカリキュラムの運⽤実践と検証を⾏う。 
また，本ラボの活動で繋がった教員との交流を継続し，今後も勉強会を実施すること
で，⽣徒が中⼼となる探究活動・探究的な学びの深化に繋げる。 

 



６ 研究（活動）実績※ 
年⽉ 研究（活動）内容（具体的に記載） 活動場所 
通年 ・授業実践およびTeamsによる情報共有 

・成果・実践の資料化 
オンライン 
各会場 

７⽉ 
 

・顔合わせと研究テーマの確認 
 

・府⽴南陽⾼校 
 

11⽉ 
 

・勉強会 ・府⽴南陽⾼校 
 

12⽉ 
 
 

・先進校視察 
・情報収集，セミナー参加 

・麗澤瑞浪中学校・⾼等学校 
・花園中学⾼等学校 

1⽉ 
 
 

・先進校視察 ・名城⼤学附属⾼等学校 
・名古屋経済⼤学市邨⾼等学校 

2⽉ 
 
 

・情報収集，セミナー参加 
 

・キャンパスプラザ京都 
・京都教育⼤学附属⾼等学校 

3⽉ 
 
 

・勉強会(“探究を探究するCafe”) 
・情報収集，セミナー参加 

・府⽴南陽⾼等学校 
・清教学園中・⾼等学校 
・京都先端科学⼤学 太秦キャンパス  

 
７ 予算執⾏状況 

(1) 旅費・研究会等参加費は、旅費等執⾏状況報告書に記載のとおり 
(2) 図書については、受領書のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



８ 他校へ勧めたい実践⼜は他校へ呼びかけたい共同研究（できるだけ具体的に） 

テーマ 
「探究」と「探究的な学び」にむけた指導および伴⾛のあり⽅に関
する研究 

育てたい資質能⼒ 
総合の評価は，“⽬標や内容を各学校が設定する”とある。そのため
“育てたい資質能⼒”そのものを，各学校の⽣徒の実態や教育⽬標を
もとに設定し，実践を通して検証を⾏う。 

実践⼜は研究の 
具体的内容 

令和6年度および令和7年度の2年間の研究から，カリキュラムの
型は，運⽤可能な形にまで到達している。それと同時に⽣徒の実態
や学校教育⽬標，社会の変容に対応するために，常にアップデート
の必要があることも確認できた。さらに，総合的な探究の時間のみ
で「探究」をするのでなく，各教科においても「探究的な学び」を
推進し，相互に作⽤させる必要があるとも，視察等で確認できた。 

そのため，次年度以降は「探究」と「探究的な学び」にむけた指
導および伴⾛のあり⽅について研究を深める。 

研究⼿法として 
① 実践を通した「探究」と「探究的な学び」に関する検証 
② 実践交流や課題の共有による各学校のカリキュラムや運営の

検討と改善 
が挙げられる。①では下図のパターン別に授業実践を整理し，改
善，検証を⾏う。②では本年度までのラボの繋がりを拡⼤しつつ，
視察等の情報を共有する場をつくり，紀要等の作成を通じて，探究
の指導・伴⾛のあり⽅を模索する。 

“探究”に取り組んでいる先⽣⽅， 
ぜひ⼀緒に探究を探究しませんか？  

教科で取り組んでいる⽅，⼀⼈で頑張っている⽅，既にいろいろ
な実践をしている⽅，実践していないけど探究に興味のある⽅など
と取り組めたらと考えます。 

 
  ※ 紙⾯が不⾜する場合は、適宜⾏を⾜してください。 


